
 

（公社）青森県診療放射線技師会理事会等議事録 

委員会等名： 令和７年度第６回理事会 

開催通知：令和 ８年 ２月 ２５日（水） 

開催日時：令和 ８年 ３月  ７日（土） １０：３０ ～ １４：５０   

場 所 ：青森市民病院 ３階 大会議室 

議 長 ：佐藤兼也 議長が指名した議事録作成人：澤橋政美 

（出席者）理事：１１人(定数１５) 監事：２名（定数２） 

常務理事：佐藤兼也、小澤友昭、成田将崇、森脇公洋、石倉牧人、横山幸夫、大湯和彦 

理 事 ：岩瀧昌善、澤橋政美、竹山修嗣、内田幸範 

監 事 ：稲葉孝典、福士正広 

（欠席者） 

理 事 ：三浦隆司、伊丸岡俊治、高橋康幸、米田竜二 

会議を始める前に、青森県原子力災害医療協力機関の登録要件について青森県医療薬務課 澤頭

さんから説明を受けた。 

 なお、内田理事は【検討４】まで参加し、【議案１】より退席した。 

 

（議事要旨） 

【検討１】原子力災害協力団体の認定基準の変更の対応（佐藤会長） 

青森県医療薬務課 澤頭さんからの説明を受け、青森県原子力災害医療協力機関に登録すること

で進める。 

・青森県原子力災害医療協力機関の登録要件にある実施可能項目の B要件が変更された。当会

が B要件を満たした団体として協力機関に登録することで、会員が所属する病院等の施設が B

要件による登録をするまで、病院等の所属職員は甲状腺被ばく線量モニタリングの研修を公費

で受講できないが、所属する施設に関係なく当会会員は公費で受講できるようになる。 

・今後、当会が主催で甲状腺被ばく線量モニタリングの研修が開催できるよう検討を始める。 

 

【検討２】令和８年度行事予定（森脇常務理事） 

令和８年度行事予定について概要説明があった。 

ワクチン筋注行為に関する実技講習会は６月１３日の予定に６月１４日の総会前にも追加す

る。 

血管模型講習会については稲葉監事よりこれまでの開催記録と今後の計画説明があり、令和８

年度は冠動脈のみ実施とする。 

以降は共催団体（青森県臨床工学技士会、青森県臨床検査技師会）と協議する。 

 

【検討３】リクエストセミナー（佐藤会長・成田副会長） 

第１回マネジメントミーティング開催までの経緯、非会員参加費を３，０００円に設定した理

由について説明があった。第１回マネジメントミーティングを３月７日（土）１６時から開催

する。 

今後、講師を招聘しても良いのではとの意見があった。 

 

【検討４】法人点検調査時の質問に対する回答（森脇常務理事） 

・「公２：診療放射線技師の資質向上に関する事業」について 

行っていない事業もあり、変更届を作成しようとの考えが示された。 

変更するのであれば頻回に変更しないように大枠の事業を決めた方が良いとの意見があった

が、今回は変更届を提出しないこととする。 

 

・入会金の使途の割合変更 

公益目的事業会計から法人会計への繰入リスクを減らすため、公益目的事業会計：法人会計を

５０:５０から０:１００、初回入会金を３０００円程度と規定する案が説明された。 

これについては資料不足もあり、継続審議となった。 

 

【議案１】令和８年度総会の開催（森脇常務理事） 



総会開催日時を令和８年６月１４日１０時３０分、場所を青森県立中央病院 研修室とするこ

とが提案され、承認された。 

 

【議案２】令和８年度事業計画（森脇常務理事） 

令和８年度事業計画について読み合わせを行い、一部軽微な修正及び付帯事項（軽微な変更

は、会長に一任する）を追加する事で承認された。 

なお、ワクチン筋注行為に関する実技講習会を令和８年度のみ青森市、弘前市、八戸市で開催

予定とする。 

 

【議案３】令和８年度予算（横山常務理事） 

令和８年度予算について昨年度との主な変更点を中心に説明があり、付帯事項（軽微な変更

は、会長に一任する）を追加する事で承認された。 

 

【議案４】選挙管理委員会委員選任（小澤副会長・森脇常務理事） 

選挙管理委員会委員に青森厚生病院の廣津 旺志会員を選任することが提案され、承認された。 

 

【報告１】会長・副会長・常務理事業務執行報告（森脇常務理事） 

令和７年１２月１５日から令和８年３月６日までの報告がされ、一部追加修正された。 

 

【報告２】第１０回告示研修（佐藤会長・石倉常務理事） 

開催概要の報告と参加者リストが提示され、これまでに開催した１０回分の県内技師の参加率

等が報告された。 

 

【報告３】総務関係（森脇常務理事） 

・会員の動向 

退会２名との報告があった。 

 

・退会会員の手続きについて（みなし提出と様式の変更） 

日本診療放射線技師会を通じて本会に退会申請した時の手続きについて、今後定款細則改正す

る必要性があるとの説明があった。まずはフローを作成する。 

 

・叙勲の候補者 

叙勲の内規（Ⅱ類）を満たしている会員候補者が提示された。 

今後、受賞意思確認をする。 

 

・医療功労賞の候補者 

条件を満たす会員・元会員候補者が提示され、更に絞り込む必要がある。 

 

・事務員の定年 

前回理事会での説明について定年の期限が年度末と認識間違いがあり、令和８年１１月が期限

との報告があった。 

稲葉監事からの指摘事項を受け、常務理事会で検討し、今月中に事務員との面談等を通じて意

思確認を行うこととする。 

 

・ＪＡＲＴ会費合算請求手続き 

当会終身会員と会費免除の承認を受ける予定の会員を除き、日本診療放射線技師会事務局にデ

ータ提出し、手続きを終了した。 

 

【その他】 

・総務メールについて（岩瀧理事） 

迷惑メール等の現在の問題点について報告があり、アドレス変更やホームページにアドレスを

表記しない等の提案があった。 

以上  

 



本書は議事録に相違ない。 

 

令和 ８年 ３月１０日 

 青森市安方二丁目１７番１５－８０２号  

 ライオンズマンション新町通 

 公益社団法人 青森県診療放射線技師会 

 

会長 佐 藤 兼 也 

 

 監事 稲 葉 孝 典 

 

監事 福 士 正 広 
 

 


